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算出した。その結果、B型慢性肝炎症例では0．21±0．31fibrosis unit／年、C  
型慢性肝炎では0．13±0．18fibrosis unit／年という値が算出された。また、  
alanine aminotransferase（ALT）値とアルブミン値が肝線推化率に寄与する  
国子であることを見出した。特に、ALT高値（70［∪／L以上）を持続する症例  
においては肝緑維化率が数倍上昇することが示された。   
本研究は、未治療のB型およびC型慢性肝炎症例における肝緑維化率とそ  
れに関与している因子を明らかにした点において価値ある業績であると認め  
る。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
